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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成27年8月13日(2015.8.13)
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【公表日】平成26年2月13日(2014.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-008
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【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｌ   9/01     (2006.01)
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   Ａ０１Ｎ  25/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ａ０１Ｎ   59/00     　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ   25/00     １０１　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年6月23日(2015.6.23)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二酸化塩素水溶液を製造するための方法であって、以下の
（ａ）亜塩素酸塩を提供する工程、
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（ｂ）ペルオキソ二硫酸塩を提供する工程、
（ｃ）水性系内で亜塩素酸塩およびペルオキソ二硫酸塩を１より大きいペルオキソ二硫酸
イオン対亜塩素酸イオンのモル比［Ｓ2Ｏ8

2-］／［ＣｌＯ2
-］で合して前記二酸化塩素水

溶液を形成させる工程を含み、
このとき前記二酸化塩素水溶液を製造するために追加の緩衝剤が加えられず、また触媒が
使用されず、かつ得られる二酸化塩素水溶液は、０．１質量％～１２質量％の範囲の二酸
化塩素濃度を有する、前記方法。
【請求項２】
　ペルオキソ二硫酸イオン対亜塩素酸イオンの前記モル比［Ｓ2Ｏ8

2-］／［ＣｌＯ2
-］が

２より大きい、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ペルオキソ二硫酸イオン対亜塩素酸イオンの前記モル比［Ｓ2Ｏ8

2-］／［ＣｌＯ2
-］が

１～２である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記工程（ａ）および（ｂ）において亜塩素酸塩およびペルオキソ二硫酸塩が固体形ま
たは水溶液形で提供され、前記工程（ｃ）において、前記二酸化塩素水溶液を製造するた
めに
（ｃ１）２つの成分が固体形で提供される場合は、２つの成分は合される工程の前に水に
溶解される、または
（ｃ２）固体形にある２つの成分が、同時または順番に水性溶媒中に導入される、または
（ｃ３）２つの成分が水溶液形で提供される場合は、２つの溶液は合される、または
（ｃ４）２つの成分が水溶液で提供され、同時または順番に水性溶媒中に導入される、請
求項１から３までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　ペルオキソ二硫酸塩も亜塩素酸塩も水溶液形で提供され、これにより前記ペルオキソ二
硫酸塩溶液は４～６の範囲内のｐＨ値を有し、前記亜塩素酸塩溶液は１０～１２の範囲内
のｐＨを有する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ペルオキソ二硫酸塩および亜塩素酸塩を合する工程は、０℃～２５℃の範囲内の温度で
実施される、請求項１から５までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記請求項１から６までのいずれか一項に記載の方法によって製造される二酸化塩素水
溶液。
【請求項８】
　二酸化塩素を０．１～１質量％の範囲内の量で含有し、前記溶液のｐＨ値は２．５～３
の範囲内にある、二酸化塩素水溶液。
【請求項９】
　前記溶液が緩衝剤を含んでいない、請求項８に記載の二酸化塩素水溶液。
【請求項１０】
　二酸化塩素を０．１～１２質量％の範囲内の量で含有し、前記溶液のｐＨ値は２．５～
３の範囲内にあり、緩衝剤を含んでいない、二酸化塩素水溶液。
【請求項１１】
　消毒剤、酸化剤または漂白剤および／または脱臭剤としての、請求項７から１０までの
いずれか一項に記載の二酸化塩素水溶液の使用。
【請求項１２】
　二酸化塩素水溶液の飲用水および風呂水を消毒するための、または雑用水および下水を
処理するための使用であって、前記二酸化塩素溶液が、亜塩素酸塩を提供する工程、ペル
オキソ二硫酸塩を提供する工程ならびに亜塩素酸塩およびペルオキソ二硫酸塩を水性系中
において１より大きいペルオキソ二硫酸イオン対亜塩素酸イオンのモル比［Ｓ2Ｏ8

2-］／
［ＣｌＯ2

-］で合し、二酸化塩素水溶液を形成させる工程を含む方法によって得られ、前



(3) JP 2014-503457 A5 2015.8.13

記二酸化塩素水溶液を製造するために追加の緩衝剤が加えられず、また触媒が使用されず
、かつ前記二酸化塩素水溶液は、０．１質量％～１２質量％の範囲の二酸化塩素濃度を有
する、前記使用。
【請求項１３】
　前記二酸化塩素溶液は、飲用水導管、エアコンディショナー、水浄化装置、ボイラーま
たはプールにおいて標準消毒の形態または永続的消毒の形態においてバイオフィルム、レ
ジオネラ菌もしくはその他の菌を除去するために使用される、請求項１１又は１２に記載
の使用。
【請求項１４】
　請求項７から１０までのいずれか一項に記載の二酸化塩素溶液を製造するための装置で
あって、
（ａ）亜塩素酸塩成分のための少なくとも１つの貯蔵容器、
（ｂ）ペルオキソ二硫酸塩成分のための少なくとも１つの貯蔵容器、
（ｃ）亜塩素酸塩成分のための供給導管を通して亜塩素酸塩成分のための少なくとも１つ
の貯蔵容器と接続されている、およびペルオキソ二硫酸塩成分のための供給導管を通して
ペルオキソ二硫酸塩成分のための少なくとも１つの貯蔵容器と接続されている、少なくと
も１つの混合容器、
（ｄ）前記二酸化塩素溶液のための、少なくとも１つの供給導管を通して混合容器と接続
されている、または接続可能である該二酸化塩素溶液のための少なくとも１つの貯蔵容器
、
（ｅ）前記二酸化塩素溶液のための該少なくとも１つの貯蔵容器に備え付けられている１
つの配量装置、および
（ｆ）前記貯蔵容器内の二酸化塩素溶液の表面を被覆するために装備されている浮体
を含む装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の二酸化塩素溶液を製造するための装置であって、前記装置は、戸建
住宅もしくは集合住宅における小型装置として、または大規模工業の装置として装備され
る前記装置。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の二酸化塩素溶液を製造するための装置であって、前記装置は、建物
内に持ち込めるように輸送可能に装備されている前記装置。
【請求項１７】
　請求項１４から１６までのいずれか一項に記載の二酸化塩素溶液を製造するための装置
であって、前記供給導管には配量装置が装備されており、前記配量装置は、ペルオキソ二
硫酸イオンおよび亜塩素酸イオンが１より大きい［Ｓ2Ｏ8

2-］／［ＣｌＯ2
-］の比率で混

合容器に供給されるよう、供給する亜塩素酸塩およびペルオキソ二硫酸塩の量を調節する
ことができるように装備されている前記装置。
【請求項１８】
　請求項７から１０までのいずれか一項に記載の二酸化塩素溶液を含む容器であって、前
記容器は、０．０１～１０ｂａｒの圧力下にある容器。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３３】
　実施例４：１Ｌの０．６％二酸化塩素溶液の製造
　１０．００ｇの亜塩素酸ナトリウム（８０％）を１００ｍＬの脱塩水中に溶解させる。
１０５．００ｇのペルオキソ二硫酸ナトリウム（９９％）を同様に１００ｍＬの脱塩水中
に溶解させる。どちらの溶液も６８５ｍＬの脱塩水中に入れる。このボトルを密封し、冷
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蔵庫内で３時間放置する。収率は、亜塩素酸ナトリウム投入量に基づき＞９５％である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３４】
　実施例５：１Ｌの０．６％二酸化塩素溶液の製造
　１０．００ｇの亜塩素酸ナトリウム（８０％）を４０ｍＬの脱塩水中に溶解させる。３
３０ｇのペルオキソ二硫酸ナトリウム（９９％）を同様に６２０ｍＬの脱塩水中に溶解さ
せる。このボトルを密封し、冷蔵庫内で３０分間放置する。収率は、亜塩素酸ナトリウム
投入量に基づき＞９８％である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３８】
　文献（ＤＶＧＷ　Ｗ２２４／１９８６　Ｓ．５）によると、該溶液は１００ｍｂａｒ以
上のＣｌＯ2濃度（＝１０容量％、３００ｇ　ＣｌＯ2／ｍ3）では爆発傾向を示すと警告
されている。
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